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検索→

戦
後
・
被
ば
く
か
ら
80

年
の
今
年
、
全
国
各
地
で

「
戦
争
と
平
和
」
に
つ
い

て
考
え
る
様
々
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
▼
高
校
生
が

描
い
た
と
い
う
原
爆
の
絵
展
を
観
に

行
き
ま
し
た
。
描
か
れ
て
い
る
の
は

被
ば
く
し
て
赤
黒
く
焼
け
た
だ
れ
た

顔
や
体
、
指
先
か
ら
皮
膚
を
垂
ら
し

な
が
ら
歩
く
無
数
の
人
々
の
姿
な
ど

高
校
生
が
証
言
者
の
話
を
何
度
も
聞

き
、
描
い
て
き
た
そ
う
で
す
▼
思
い

出
す
の
も
つ
ら
い
は
ず
の
被
爆
者
や

証
言
者
、
聞
い
て
描
き
続
け
る
の
も

つ
ら
い
作
業
だ
っ
た
は
ず
。
世
界
が

「
戦
争
か
平
和
」
か
の
岐
路
に
立
た

さ
れ
、
核
兵
器
使
用
の
危
機
が
高
ま

る
中
、
被
ば
く
の
実
相
を
描
い
た
絵

は
次
世
代
へ
繋
い
で
い
く
平
和
の
取

り
組
み
と
し
て
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
、
各
地
で
反
響
を
呼
ん
で
い

ま
す
▼
絵
展
で
平
和
の
願
い
を
込
め

て
折
り
鶴
を
折
っ
て
く
れ
た
年
配
の

方
々
か
ら
は
「
若
い
人
が
良
く
描
い

て
く
れ
た
。
展
示
会
も
よ
く
や
っ
て

く
れ
た
、
な
か
な
か
見
る
機
会
が
な

い
か
ら
」
「
こ
ん
な
こ
と
は
２
度
と

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
よ
」
ま
た
「
親

か
ら
戦
争
の
話
を
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て

お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
の
声
も
聞
き

ま
し
た
▼
昨
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
日
本
被
団
協
。
今
年
７
月

ノ
ー
ベ
ル
委
員
会
委
員
長
が
来
日
し

講
演
、
若
い
世
代
に
体
験
を
語
り
継

い
で
い
く
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

被
爆
者
の
平
均
年
齢
は
86
歳
を
超
え
、

戦
争
体
験
者
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
が
80
年
前
に
戦
争
を
し
て

い
た
こ
と
が
忘
れ
去
ら
れ
る
時
が
来

て
は
い
け
な
い
、
80
年
続
い
た
戦
後

を
、
80
年
で
終
ら
せ
る
わ
け
に
い
き

ま
せ
ん
。

（
F
）

花言葉 たゆまぬ努力

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス

過
去
最
高
の
引
上
げ
で
も

目
標
達
成
に
は
不
十
分

中
央
最
低
賃
金
審
議
会

（
厚
生
労
働
相
の
諮
問
機
関
）

は
、
８
月
４
日
、
最
低
賃
金

を
全
国
加
重
平
均
で
63
～
64

円
（
６
・
０
％
）
引
き
上
げ
、

１
１
１
８
円
と
す
る
目
安
を

ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
引
き

上
げ
額
は
過
去
最
高
だ
っ
た

昨
年
の
目
安
の
50
円
（
５
・

０
％
）
を
大
き
く
上
回
り
、

過
去
最
高
で
す
。

政
府
目
標
の
「
２
０
２
０

年
代
に
全
国
加
重
平
均
１
５

０
０
円
」
の
実
現
に
は
、
毎

年
7
・
３
％
の
引
上
げ
が
必

要
で
不
充
分
と
言
え
ま
す
。

各
地
方
審
議
会
で
は
、
議
論

が
さ
れ
最
低
賃
金
の
上
乗
せ

を
行
な
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
り
ま
す
。

生
活
に
必
要
な

最
低
生
計
費
に
差
は
な
い

全
労
連
が
取
り
組
む
、
若

者
が
普
通
（
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
）
に
暮

ら
す
た
め
に
必
要
な
生
活
費

調
査
の
「
最
低
生
計
費
試
算

調
査
」
で
は
、
時
給
１
７
０

０
円
～
１
９
０
０
が
必
要
と

い
う
調
査
結
果
で
し
た
。
都

市
部
で
は
家
賃
が
高
い
も
の

の
交
通
費
は
抑
え
ら
れ
、
地

方
部
で
は
家
賃
は
安
く
て
も

通
勤
や
買
い
物
で
自
家
用
車

は
必
需
品
で
す
。
こ
う
し
た

違
い
が
相
殺
さ
れ
最
低
生
計

費
に
大
き
な
差
が
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

政
府
は
中
小
企
業
へ

抜
本
的
支
援
策
を

厚
生
労
働
省
の
「
賃
金
構

造
基
本
統
計
調
査
（
２
０
２

３
年
）
」
で
は
、
時
給
１
５

０
０
円
未
満
で
働
く
人
は
、

２
２
８
０
万
人
で
全
労
働
者

４
４
９
０
万
人
の
51
％
で
す
。

働
く
人
の
７
割
が
中
小
企

業
で
働
い
て
い
ま
す
。
地
方

審
議
会
の
答
申
や
地
方
議
会

の
意
見
書
に
は
、
中
小
企
業

の
社
会
保
険
料
負
担
の
減
免

が
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

治
体
に
よ
る
直
接
支
援
は
、

岩
手
、
徳
島
、
奈
良
、
群
馬
、

茨
城
な
ど
が
実
施
し
て
い
ま

す
。
国
は
苦
境
に
あ
え
ぐ
中

小
企
業
に
対
し
て
「
稼
ぐ
力
」

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
社

会
保
険
料
の
軽
減
や
価
格
転

嫁
対
策
の
抜
本
的
強
化
な
ど

の
直
接
支
援
が
必
要
で
す
。

時
給１

５
０
０
円
の
実
現
を

Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
の
一
人

当
た
り
内
部
留
保
金
は
、
毎

年
増
え
続
け
て
、
１
年
間
で

１
１
９
万
円
増
加
し
１
０
２

５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
働
く
人
に
還
元
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
高
卒
初
任
給
は
20

万
円
・

時
給
に
し
て
１
２

９
０
円
の
最
低
賃
金
で
は
、

若
者
が
普
通
に
暮
ら
す
た
め

の
「
最
低
生
計
費
試
算
調
査
」

の
時
給
に
及
び
ま
せ
ん
。

非
正
規
で
働
く
人
も
含
め

て
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
に
働
く
す
べ
て

の
人
の
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、

企
業
の
社
会
的
責
任
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

円

沖電気では４０歳でやっと時給１５８１円
(月１５５時間換算）





　　沖電気　過去５年間の賃金動向（２０２０年～２５年）
６０歳　　定年後賃金

低職位賃金 時給換算※

２０２０年 164,000 215,500 163,000 1052
２０２１年 164,500 217,000 170,000 1097
２０２２年 166,500 225,000 170,000 1097
２０２３年 173,500 250,000 175,000 1129
２０２４年 184,500 253,000 185,000 1194
２０２５年 200,000 263,000 202,000 1303
5年間増加額 36,000 47,500 39,000 251
５年間 増加 率 22% 22% 24% 24%

　　　　　　　　　　　　　※月間労働時間１５５時間換算

１８歳最賃 大卒初任給

      分べん空白市町村 
割合 市町村数 空白市町村数

全国合計 59.8% 1741 1041

ワースト５

福島 86.4% 59 51

北海道 85.5% 179 153

高知 85.3% 34 29

鳥取 84.2% 19 16

青森 82.5% 40 33

物価上昇に追いつかない年金
▲マイナス  前年物価  年金額

  年度 変動率・A 改定率・B

2005 0.0% 0.0%

2006     ▲0.3％     ▲0.3%

2007 3.0% 0.0%

2008 0.0% 0.0%

2009 1.4% 0.0%

2010        ▲1.4% 0.0%

2011        ▲0.7%        ▲0.4%

2012        ▲0.3%        ▲0.3%

2013 0.0%        ▲1.0%

2014 0.4%        ▲0.7%

2015 2.7% 0.9%

2016 0.8% 0.0%

2017        ▲0.1%        ▲0.1%

2018 0.5% 0.0%

2019 1.0% 0.1%

2020 0.5% 0.2%

2021 0.0%        ▲0.1%

2022        ▲0.2%        ▲0.4%

2023 2.5% 1.9%

2024 3.2% 2.7%

2025 2.7% 1.9%

合計 13.0% 4.4%

  実質年金額 A-B＝▲8.6％

★ 平均寿命男女共に８０歳超 人権と尊厳守る社会を ★ ２０２５年９月 第４４６号

《
沖
電
気
を
考
え
る
》
第
２
０
７
回

初
期
賃
金

近
年

お産の危機
市町村の６割

産院ゼロ

少子化や医師不足を背景

に出産できる施設が減り続

け、妊婦に大きな不安と負

担をもたらす深刻な事態が

拡がっています。

分娩（べん）できる病院・

診療所は過去３０年で２２

００カ所、助産院も減少

（NHK調べ）安心して産め

る社会が望まれています。

最低生計費は月額２７万程度必要
＝若者・単身者★全労連・労組による試算＝

政府は最低賃金の目標を２０２０年代には

「全国加重平均で時給１,５００円超にする」

に設定。労組加入者には改善がみられるが、

特に女性、非正規・中小企業ではたらく労働

者の改善は遅れている。

「
１
０
０
年
安
心
の
年
金
」
・

２
０
年
で
８
・
６
％
減

日
本
は
、
出
生
率
も
低
下
し
超

高
齢
社
会
（
65
歳
以
上
人
口
に
占

め
る
比
率
が
約
３
割
）
に
な
っ
て

い
ま
す
。

年
金
、
医
療
、
介
護
等
々
の
社

会
的
経
費
の
抑
制
・
節
減
が
進
み

高
齢
者
の
貧
困
も
深
化
。
年
金
で

は
「
１
０
０
年
安
心
の
年
金
」
制

度
が
開
始
さ
れ
20
年
経
過
し
ま
し

た
が
、
物
価
上
昇
率
と
年
金
改
定

率
の
推
移
を
み
る
と
、
年
金
は
８
・

６
％
実
質
減
額
で
す
。
（
左
表
）

今
こ
そ
、
国
連
か
ら
勧
告
さ
れ

て
い
る
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創

設
が
必
要
で
す
。

単
身
高
齢
者
の
貧
困
は
増
加

中
。
24
年
の
生
活
保
護
申
請
者

は
26
万
件
で
受
給
世
帯
の
過
半

数
は
高
齢
単
身
者
。
今
、
総
世

帯
の
約
４
割
が
単
身
者
で
す
。

生
活
と
人
権
守
る

「
長
寿
日
本
」
に

日
本
は
猛
烈
な
ス
ピ
ー
ド
で

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

高
齢
化
福
祉
施
策
（
公
的
社
会

保
障
）
は
遅
れ
て
い
る
。
下
図

憲
法
25
条
は
国
民
は
人
間
ら

し
く
生
活
す
る
を
権
利
が
あ
り

り
、
国
家
は
生
活
保
障
の
義
務

が
あ
る
。
と
定
め
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
改
善
へ
の
転
換
は
急

務
で
す
。

「高齢者福祉」の削減で高齢者の生活悪化２０年比 物価９％増 賃金２０％超

少
し
寂
し
い
本
庄
納
涼
祭

【
埼
玉
・
本
庄
地
区
】

毎
年
打
ち
上
げ
る
花
火
と

親
し
い
仲
間
と
の
懇
親
が
楽

し
み
な
納
涼
祭
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
納
涼
祭
も
コ
ロ
ナ

を
挟
ん
で
参
加
者
が
年
々
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
「
お
祭

り
事
が
好
き
で
何
年
か
前
ま

で
は
参
加
し
て
い
た
。
係
だ

け
な
ら
い
い
け
ど
、
色
ん
な

上
司
も
参
加
す
る
の
で
気
が

進
ま
な
い
」
な
ど
の
声
も
あ

り
、
名
物
の
花
火
の
打
ち
上

げ
も
、
派
手
さ
が
な
く
な
り

少
し
寂
し
い
。
新
社
屋
屋
上

の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
や
他
の

事
例
で
近
辺
の
民
家
に
花
火

の
燃
え
カ
ス
が
落
ち
て
火
事

に
な
っ
た
り
な
ど
の
例
が
あ

る
た
め
だ
と
い
う
。
年
に
一

度
の
お
祭
り
は
気
兼
ね
な
く

飲
ん
で
食
べ
て
、
打
ち
上
げ

花
火
で
猛
暑
の
夏
を
楽
し
み

た
い
も
の
で
す
。

争
議
支
援
交
流
集
会
で
の

心
に
響
く
訴
え

【
埼
玉
・
蕨
地
区
】

先
日
さ
い
た
ま
市
内
で
開
催

さ
れ
た
、
県
内
の
争
議
団
が

集
ま
る
立
食
形
式
の
交
流
集

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
７
団

体
ほ
ど
が
争
議
の
内
容
や
抱

負
に
つ
い
て
発
言
さ
れ
ま
し

た
。
業
種
は
違
い
ま
す
が
、

不
当
解
雇
や
差
別
待
遇
に
対

し
長
年
あ
き
ら
め
ず
に
た
た

か
っ
て
き
た
方
々
の
声
は
重

み
を
感
じ
ま
し
た
。
要
求
実

現
や
名
誉
回
復
の
た
め
に
訴

え
続
け
た
こ
と
が
実
を
結
ぶ

こ
と
を
祈
り
ま
す
。
最
後
は

会
場
の
全
員
が
大
き
な
１
つ

の
輪
に
な
っ
て
「
が
ん
ば
ろ

う
」
を
歌
い
締
め
ま
し
た
。

沖
の
プ
リ
ン
タ
ー
が

「
エ
ト
リ
ア
」
に

【
群
馬
・
高
崎
地
区
】

プ
リ
ン
タ
ー
部
門
が
、
10

月
1
日
付
で
、
リ
コ
ー
と
東

芝
テ
ッ
ク
が
作
っ
た
複
合
機

等
の
開
発
・
生
産
を
担
う
合

弁
会
社
「
エ
ト
リ
ア
」
に
吸

収
分
割
さ
れ
て
労
働
者
は
転

籍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

技
術
棟
の
７
階
部
分
が
別
会

社
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
ま
で
沖
が
販
売
し
た
コ

ア
フ
ィ
ー
ド
な
ど
の
保
守
の

た
め
の
情
報
を
沖
に
残
す
作

業
が
大
変
に
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

今
度
の
吸
収
分
割
に
よ
り
、

「
エ
ト
リ
ア
」
は
沖
に
対
し

て
新
た
に
発
行
す
る
普
通
株

式
５
０
１
株
割
り
当
て
交
付

し
ま
す
。
さ
ら
に
沖
は
こ
の

事
業
譲
渡
益
と
し
て
、
要
因

に
よ
り
異
な
る
可
能
性
は
あ

る
も
の
の
特
別
利
益
53
億
円

の
計
上
を
見
込
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
転
籍
し
て

も
労
働
条
件
は
変
わ
ら
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
転

籍
す
る
仲
間
の
新
天
地
で
の

活
躍
を
期
待
し
つ
つ
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
時
代
を
迎
え
て
、

も
と
も
と
リ
ス
ト
ラ
を
や
り

や
す
く
す
る
た
め
で
は
と
言

わ
れ
て
い
て
、
今
後
の
リ
ス

ト
ラ
が
心
配
で
す
。
ラ
イ
ン

プ
リ
ン
タ
ー
の
時
代
か
ら
、

プ
リ
ン
タ
ー
の
沖
電
気
と
い

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
芝
浦
の

計
算
セ
ン
タ
ー
で
の
ラ
イ
ン

プ
リ
ン
タ
ー
の
音
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
寂
し
さ
が
募
り

ま
す
。

闘
う
労
働
組
合
が
必
要

【
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
】

電
機
産
業
の
リ
ス
ト
ラ
が

止
み
ま
せ
ん
。
大
手
半
導
体

企
業
の
ル
ネ
サ
ス
は
二
年
連

続
で
人
員
削
減
を
実
施
し
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
一
万
人
リ

ス
ト
ラ
を
表
明
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
関
税
に
よ
っ
て
先

行
き
が
不
透
明
な
中
で
、
今

後
も
リ
ス
ト
ラ
企
業
が
増
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

様
な
時
に
必
要
な
の
は
労
働

者
の
雇
用
、
人
権
を
守
る
労

働
組
合
で
す
。
し
か
し
、
残

念
な
が
ら
ル
ネ
サ
ス
労
組
は

「
協
議
事
項
で
は
な
い
」
と

し
て
リ
ス
ト
ラ
問
題
に
取
り

組
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
退
職
強

要
な
ど
を
「
人
権
侵
害
」
と

し
て
各
企
業
の
「
人
権
方
針
」

や
「
国
際
労
働
基
準
」
を
守

ら
せ
る
団
体
交
渉
を
取
り
組

み
、
退
職
強
要
面
談
が
な
く

な
る
、
処
遇
が
改
善
さ
れ
た

な
ど
の
成
果
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

職
場
問
題
で
悩
ん
で
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
連
絡
を
下
さ

い
。
（
０
３
・
６
４
２
１
・
５
３
２
３
）


